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会  議  議  事  録 （ 抄 ） 
 

会議名 専門学校東京テクニカルカレッジ 第一回 学校関係者評価委員会 

開催日時 平成 25 年 11 月 19 日（火） 18 時 00 分～20 時 00 分 

会場 専門学校東京テクニカルカレッジ 地下 1 階 テラホール 

参加者 外部委員 ：7 名（委員の氏名・所属等は巻末別添資料参照） 

学内関係者 ：8 名 

配布資料 ① 式次第 

② 参加者委員名簿 

③「専門学校東京テクニカルカレッジ学校関係者評価委員会会則（案）」 

④ プロジェクター投影資料ハンドアウト 

⑤「平成 24 年度専門学校東京テクニカルカレッジ自己評価報告書」 

会議録 1．開会の辞・事務局紹介（事務局） 

 

2．学園側関係者挨拶 

学園側の関係者として、佐々木章（学校法人小山学園 学園理事 学園本部長）、佐藤康夫

（ 同 学園理事 東京工科自動車大学校 校長）、三上孝明（ 同 専門学校東京テクニカルカ

レッジ 校長）が挨拶を行った。 

 

3．委員のご紹介（三上） 

  事務局より、配布資料②に基づいて委員のご紹介が行われた。 

 

4．議長ほかの選出 

  事務局提案により、本委員会の委員長並びに副委員長、本会議の議長の選出をはかったと

ころ、霜野隆 委員が委員長並びに議長に、佐藤康智 委員が副委員長としてそれぞれ賛成多

数により選出された。また、書記として小野寺洋子 委員が賛成多数により選出された。 

 

5．議事 

（1）第一号議案：平成 25 年度学校関係者評価委員会の体制について 

  議長は、事務局に対し、本会議設立に至る経緯と職業実践専門課程の概要についての説明

を指示し、事務局はこれに応じて配布資料④に基づいて説明を行った。 

  次いで議長は、事務局に対し「専門学校東京テクニカルカレッジ学校関係者評価委員会会

則（案）」を朗読させるとともに、その説明をさせた後、これを出席者にはかったところ、

賛成多数により、原案のとおり、可決決定された。 

（2）第二号議案：平成 24 年度自己評価報告書に基づく学校関係者評価について 

議長は、事務局に対し、平成 24 年度における自己評価の報告を指示し、事務局はこれに

応じて配布資料⑤に基づいて説明を行った。 

議長は、上記説明に基づいて、当該自己評価報告の内容の是非を出席者にはかったところ、

当該報告は、『専修学校における学校評価ガイドライン』並びに『専門学校等評価基準書』

に基づいて作成されている事が確認され、また、内容的にも特に問題が無いことが確認され

た。一方、報告書中で学校側が自らの課題として捉えている点については改善を図って頂き

たいとの意見が出された。 

議長は、以上の総括として、平成 25 年度の学校関係者評価は、平成 24 年度専門学校東京

テクニカルカレッジ自己評価報告書内容に準じるものとすることをはかったところ、賛成多

数により可決決定された。 

なお、議長より、次回会合までに、本自己評価報告書について各自さらに内容を精査し、

意見を持ち寄ってもらいたい旨要請があり、その後閉会となった。 

 

6．次回日程について（議長） 

平成 25 年 1 月 23 日（木）18 時 00 分～20 時 00 分 

 

7．閉式の辞（議長） 

 

以上 

･･ 
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平成 25 年 12 月 13 日 

 

第一回学校関係者評価委員会の総括について 

 

専門学校東京テクニカルカレッジ 

校長 三上孝明 

 

平成 25 年 11 月 19 日に開催された平成 25 年度第一回学校関係者評価委員会の総括につい

て、以下の通りご報告いたします。 

 

記 

 

当該会議議事録 5．議事中の「（2）第二号議案：平成 24 年度自己評価報告書に基づく学

校関係者評価について」において賛成多数により可決決定されたとおり、当該委員会では

平成 25 年度の学校関係者評価は、平成 24 年度専門学校東京テクニカルカレッジ自己評価

報告書内容に準じるものとされた。 

 

委員会の上記のご判断に基づき、本校としては、第一回学校関係者評価の総括として、「平

成 24 年度版自己評価報告書」の総括部分の抜粋を、当該委員会の総括として報告する。 

 

なお、本評価委員会から学校側に対し、報告書中で学校側が自らの課題として捉えてい

る点については改善を図って頂きたい旨要望があったこと、また、議長から各委員に対し、

次回会合までに本自己評価報告書について各自さらに内容を精査し、意見を持ち寄っても

らいたい旨要請があったことを記しておく。 

 

以上 
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平成 25年度 

第 1回 学校関係者評価 結果 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（学校関係者評価委員会実施日：平成 25年 11月 19 日） 
 

 

 
 

 

学校法人 小山学園 

専門学校東京テクニカルカレッジ  
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1. 結果 

本校の平成 25 年度第 1 回目の学校関係者評価は、平成 25 年 11 月 19 日に開催された学校関係者

評価委員会の第二号議案で可決されたとおり、平成 24 年度自己評価報告書内容に準じるものとさ

れました。この事について、以下に結果をまとめます。 

大項目 
平成 24 年度 

自己評価 
第 1 回学校関係者評価 

基準 1 

教育理念・目的・ 

育成人材像 

3.8/4.0 

教育理念や目的、育成人材像の重要性に関しては、教職員に十分に浸

透しており、その実践においてもおおむね満足できる取り組みがなされ

ている。また、各学科の教育目標、育成人材像を正しく方向付けるため

の一連のプロセスにおいても適切に構築されている。 

一方、環境の変化に対応するための将来構想に関しては、今後も社会

等の動きを見極めて柔軟に対応する必要がある。 

基準 2 

学校運営 
3.4/4.0 

学校運営方針や事業計画については明確に定められており、設置法人

や学校そのものの運営に関しても寄付行為や規定類により適切に運営

されている。一方、専門学校教育を取り巻く環境は日々変化しており、

柔軟性かつ迅速に対応できる体制を整える必要がある。 

基準 3 

教育活動 
3.8/4.0 

教育目標の設定や成績評価の仕組み、教員組織等はおおむね満足でき

る水準に達している。特に教育方法や評価に関してはかなり力を入れて

取り組んで、自己評価報告書の「第Ⅱ章 2.本校における教育質保証シス

テム」であげられたコマシラバスや授業シートような数々の取り組みも

独自の取り組みとして評価できる。 

今後の課題としては、変化の激しい今後の教育において優れた資質を

有する教員を確保することや、資格や免許の取得支援等に関して更なる

努力が必要である。 

基準 4 

学修成果 
3.0/4.0 

就職率の向上プロセスについてはおおむね満足できる水準に達して

いる。一方で、資格・免許取得率の向上に関しては、最低目標の達成に

終始することなく、総合的な支援策を講じる必要がある。また、卒業生

の動向調査については十分に実施されているとはいえないため、今後は

組織として体制を整えていく必要がある。 

基準 5 

学生支援 
3.3/4.0 

就職支援や保護者との連携についてはおおむね満足できる水準に達

している。一方で、毎年僅かながら退学者が発生しており、人間性を含

む対応力強化、解決策の共有などについて、なお一層低減に努力する必

要がある。 

基準 6 

教育環境 
3.7/4.0 

施設・設備・教育用具等は、おおむね満足できる水準に達している。

また、学外実習・インターンシップ・海外研修等への取り組みに関して

も、おおむね満足できる水準に達している。一方、防災面に関しては、

施設面での問題は無いが、緊急時の連絡体制などにおいては、先進的と

される学内の情報システムをより有効に活用することを検討すべきで

ある。 

基準 7 

学生の募集と受入れ 
3.5/4.0 

学生募集活動に関しては、コンプライアンス上は適切な運営が行なわ

れている。 

一方で、入学定員は充足できていないことから、上記に掲げた優れた

教育活動やその成果などの情報発信提供方法を改善していく必要があ

る。 

基準 8 

財務 3.6/4.0 

財務に関しては、財務基盤、予算収支計画、監査の各項目に関して問

題ない。なお、財務情報の公開に関しては、第 2 回学校関係者評価委員

会までに実現することを確認した。 

基準 9 

法令等の遵守 3.1/4.0 

 法令等の遵守に関しては、法令遵守、個人情報保護、学校評価の各項

目に関して問題ない。教育情報の公開に関しては、第 2 回学校関係者評

価委員会までに実現することを確認した。 

基準 10 

社会貢献・地域貢献 
3.5/4.0 

学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献については、パソコン

スクール等の市民講座や地元中学生や修学旅行生に対する体験授業等

の実施など積極的に実施している。また、学生のボランティア活動に関

しても、時間的な制約があるものの、地元商店街のイベント等に積極的

に参加するなど、一定の取り組みを行っていると評価できる。 

以上 


